
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※別海中央中ブログで、ほぼ毎日のように情報を発信中！検索サイトで「別海中央中学校」 

 

教育目標（校訓） 
・さわやかな笑顔（明朗） 

・鍛える体（闊達） 

・磨く知性（自主） 

・折れない心（独立） 

 

別海町立別海中央中学校 

 校長 青 坂 信 司 

 

平成２８年６月１日 

第４号（1183号） 

 

「教育の不断の改善による質の向上」 ～自信と誇りに満ちた学校を目指そう！～～ 

 

「勝ちに不思議の勝ちあり」 

校 長  青 坂 信 司 

 

◆「勝ちに不思議の勝ちあり、負けに不思議

の負けなし」  

この言葉は江戸時代後期の剣術の達人松浦静

山の言葉だそうです。この言葉の意味は、「勝

つときには、どうして勝つことができたのか理

由がよくわからない時もある。しかし、負ける

ときには、負けるだけの理由がきちんとあり不

思議なことではない。」 

 

◆松浦静山は次のようにも言っています。 

「道にしたがい、道をまもれば、勇ましさがなく

ても必ず勝ち、道にそむけば必ず負ける」 

この「道」とは、辞書的に言えば「人のふみお

こなうべき道理」という意味になります。もう

少し簡単に言えば「人としての行うべき正しい

こと」といったことになるでしょうか。ともか

く、人として行うべき正しいことをきちんとや

っていれば、必ず勝ち、日々いい加減なことを

していれば必ず負けるのだということです。  

 

◆この２つの言葉「勝ちに不思議の勝ちあり、負

けに不思議の負けなし」と「道にしたがい、道

をまもれば、勇ましさがなくても必ず勝ち、道

にそむけば必ず負ける」 よく考えてみれば、

矛盾していそうなことを言っています。「勝つ

ときにはどうして勝ったのかわからない時が

ある」その一方で「人として行うべき正しいこ

とをしていれば必ず勝つ」というのですから。 

 

◆この２つの言葉には、現代でも通じる大切なメ

ッセージが込められていると私は思います。そ

れは、不調な時は当然ですが、順調であるとき

も、自分の欠点・弱点・不足しているところ・

足りないことを素直に反省し、決しておごるこ

となく、うぬぼれることなく謙虚に、あくまで

謙虚に人としての行うべき正しいことをただ、

ただ実践していくことが大切なのだ、というこ

とです。 

 

◆昨年４月に本校に着任して１年以上がたちま

した。昨年、本校の生徒たちに出会ったとき、

とっても素直で明るい生徒たちだなと思いま

した。そして、１年が経ちました。現２年生、

３年生を１年間見続けてきました。見続けてき

て思います。１年前も立派でしたが、それ以上

に、今はもっと成長しているということです。

生徒たちは良さを伸ばしながら、より大人へと

近づいていることを実感するのです。 

 

◆１年前「小学生、小学生」していた２年生。体

も大きくなり、心も逞しくなってきました。１

年前の現３年生は、１年上の先輩の陰に隠れ、

リーダーとしてやっていけるのだろうかとい

う不安もありました。しかしどうでしょうか。

この体育祭の取組を見ていると「さすが！」と

思わせることがたくさんありました。春休みか

ら準備を始め、中央中伝統の応援合戦の振り付

けや後輩たちに対する指導の仕方などを考え

実行し、体育祭を大成功へと導きました 

 

◆この１年の間には、多少のトラブルやいざ

こざ、問題行動はあるものの、ある意味、

順調に生徒たちは成長してきました。この

順調な時だからこそ、今一度自らを振り返

り、周りを振り返り、改善すべきことがな

いのか、周りの人たちに感謝し忘れている

ことはないのか、困っている人たちはいな

いのか、謙虚に、謙虚に考えていくことが

必要なのだと思います。 


